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研究テーマ 主体的・対話的で深い学びを推進するための取組の研究 

本年度の 

研究目標 

（１）アクティブラーニングを活用した「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」につな

がる有効な実践的研究を行う。 

（２）「思考力・判断力・表現力」を重視した授業実践をとおして地域社会から信頼される生

徒を育てる。 

（３）教師の指導力の改善につながるルーブリック評価方法の研究。 

研 究 の 実 施 内 容 

実施月日 内       容 
備 考 

 (対象生徒等) 

４月上旬 

５月 31日～～６

月 11日 

６月８日 

 

６月 28日 

６月 15日 

 

７月中旬 

 

９月 24日 

 

10月 25日～11月

５日 

11月２日 

11月 12日 

11月 12日 

11月 19日 

12月 

12月上旬 

1月 14日 

1月 17日 

２月上旬 

２月中旬 

３月中旬 

教科主任者会にて校内委員会委員の選定依頼 

アクティブラーニング週間（２週間）を設け、各教科においてアクティブラ

ーニングを取り入れた研究授業（全教科）を実施 

県立高等学校学校訪問における授業参観（数学・理科）ならびに指導助言 

重点校（２校）との連絡協議会 

第１回校内委員会 

研究の趣旨や概要、計画などの情報を共有し今後の予定等を確認 

研究アドバイザー依頼及び打ち合わせ 

 アドバイザー：愛知教育大学准教授 斎藤ひとみ先生 

第２回校内委員会 

 合同研究発表会、公開授業、研究協議会に向けた準備確認等 

アクティブラーニング週間（２週間）を設け、各教科においてアクティブラ

ーニングを取り入れた研究授業（全教科）を実施 

重点校（津島東高校）研究授業参観及び研究協議会参加 

主管校 12校合同研究発表会 

重点校（五条高校）研究授業参観及び研究協議会参加 

拠点校（松陰高校）研究授業参観及び研究協議会参加 

校内委員会 

各教科の進捗状況、公開研究発表会について 

公開授業実施者による情報交換会 

研究アドバイザーとのオンライン会議 

研究授業（中止）・研究協議会（中止）→ 教科内研究 

職員会議で情報共有 

研究成果ホームページにて公開 

１年間の取組について紹介 

 

本校生徒 

 

 

 

本校２年生普通科生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校生徒 

 

研 究 成 果 の 評 価 及 び 普 及 ・ 還 元 に 関 す る 実 績 

 本校は、研究主幹校として昨年度に引き続き「主体的・対話的で深い学び」を推進するため、研究目標を設定

し校内委員会を中心に各教科にて研究を進め、学校全体で主体的・対話的で深い学びを研究・実践した。研究ア

ドバイザーを昨年度に引き続き愛知教育大学准教授斎藤ひとみ先生に依頼した。 

 今年度は重点校２校との連携も大切にした。６月に本校にて連絡協議会を開き、１１月に重点校２校の研究協

議及び研究協議会に参加し、研究を深めた。 

 今年度新しい試みとしてアクティブラーニング週間を導入し、校内研究授業としてアクティブラーニングを実



  

 

践する機会を設けた。 

２月１日に公開授業及び研究協議会を実施予定だったが、校内の新型コロナウィルス感染症感染状況から実施

が困難となり中止となった。実施予定であった教科においては当日または後日、授業形式を変更し、実施するな

ど授業がプラスとなるよう研鑽した。各教科の今年度の研究への取組及び反省は下記のとおりである。 

【現代文】 

〇評論 

・本文を接続詞や指示語、意味内容から正しい順番に並べ替えるグループ活動 

 ・本文の内容を、図を使ってペアで説明する活動 

 ・評論読解の後の調べ学習や「書くこと」、「話すこと・聞くこと」の活動等を行った。 

 「書くこと」の活動では、800 字の意見文を書くための構成メモを作成し、ペアで添削しあった上でリライト

をした。友人のメモを添削することで、文構造や接続詞の使い方を一層意識できるようになった。 

 「話すこと・聞くこと」の活動では、３分間スピーチの原稿をペアで添削、リライトの上、スピーチ練習を行

った。タブレットで撮影した自分のスピーチ映像やグループメンバーからの評価シートを通して、自分を客観的

に見つめ直した上で、よりよい話し方について考え、それぞれ課題を見つけることができた。また、次の話す機

会に向けての意欲も高まった。 

 〇小説 

 ・ロールプレイ 

 ・ロイロノートで登場人物の心内語を投稿し、本文の内容とすり合わせて最もよいものに投票する活動 

 ・小説と、元になった古典作品との読み比べを行い、作者の描きたかったことについてグループで意見を深め

合う活動等を通して作品と向き合い、自分なりに深く読み込むことができた。 

【古典】 

 二年生の古典では、一年を通して、各自が予習で考えてきた文法事項や現代語訳等をペアで確認し、わからな

いところは教えあうという活動を行ってきた。生徒の動向を見つつ、活動を「予習の知識だけで取り組むペア対

抗小テスト」に切り替えて競わせたり、「考査の予想問題・解答づくり」を行ったりすることで、常に活動に意

欲的に取り組むことができるよう工夫をしてきた。ペアも毎時間くじで決めることにより、緊張感をもって学習

に取り組むことができたいたように感じる。   また、・古典作品を登場人物の視点で書き直し、グループ毎

に発表しあう活動、・教員が作成した古典作品漫画を正しい順番に並び替えて、空欄になっている吹き出しにセ

リフを入れる活動、・ロールプレイ、・登場人物の気持ちになって内裏を地図上で移動する活動、・琵琶にふれて

「平家物語」を読む、摘んできた季節の草花を見る等の五感を刺激する活動等を通して、生徒の理解を深めるよ

う心掛けた。授業では教員が指示しなくとも自然と生徒間で意見交換やアドバイスが始まり、非常に能動的に学

習できていた。自由参加型の活動も取り入れ、漢文の『白文で「史記」を読もう』という活動では、多くの生徒

が教員のところへ来て、読めるようになった段を披露してくれた。休み時間でも話し合いや、音読の練習をする

主体的な姿をみることができた。 

【全体を通して】 

個人個人が自分の中でじっくりと教材に向き合い、考えを深めることもあいちラーニングでいう主体的学びと

考える。 

 個々人の主体性を刺激するため、一年を通して教材毎に「自己評価シート」をつけさせて、積極的に授業に取

り組むことができているか常にチェックできるようにした。また、一部の教材では、「授業ふりかえりシート」

を活用し、毎時間授業の最後に理解できたこと・わからなかったことを書かせた。言葉に直すことで自分の頭の

中が整理できると同時に、この時間にわからなかったこと、疑問に思ったことを次の時間にわかるようにしよう

と捉える生徒も多数おり、前向きに授業に取り組むことができた。教員側からしても、ふりかえりシートを見る

ことで生徒がどこにつまずいているのかがよくわかり、次の時間に補足の説明やクラスメイトのおもしろい意見

の紹介ができる等のメリットがあった。 

評価規準を示すことも生徒の意欲へとつながると考える。着地点を知ることで、生徒は積極的にそこへ向かお

うと努力する。基準を示し、それに応じて評価をして生徒に還元することは教員にとって大きな負担となるが、

生徒の学びのために今後も努力していきたい。                         （国語） 

 

AL 型授業の取り組み 地歴公民科（現代社会・政治経済）において 

・授業デザインのフレーム 

①学習目標の確認：単元における内容目標を理解。目標を予め把握することによって、どこに集中すればいい

か予想 



  

 

②学習内容の説明：プリント、PP による学習内容のプレゼン。メモをとり、考えながら、説明を聴く。傾聴

を促す。 

③グループワーク：4～5 人のグループで課題解決。対話、話し合いという手法を用いて、協同学習。一問一

答ゲーム。質問、対話、学び合い、教え合い、協力、貢献を促す。 

④振り返り：確認テスト。リフレクションシートの記入。自己評価、自己との対話を促す。 

・グループワークの課題例 

<現代社会＞ 

・国際社会で温暖化対策をどのように進めるか、話し合ってみよう 

・日本にとって最適なエネルギーの組み合わせを話し合ってみよう 

・遺伝子診断の活用を進めることに，賛成？反対？ 

・教科書 P38 の職業価値観の類型を見て、あなたが最も重視する価値観は何？1～2 選択せよ。理由は？ 

<政治経済> 

・「人権保障を国際化することにより、世界平和の維持が可能になる」という意見は正しいか、正しくないか、

話し合ってみよう。 

・男女共同参画社会の形成のために必要なものは何か? 

・21 世紀に求められる「新しい人権」について考えてみようなど 

・一問一答ゲーム 

単元の学習内容を基本に各自一問一答形式（あるいは記述、論述の説明問題）を作成し、ペアで交互に問題を

出し、解答をする。 

・反省 

授業の型を決めることにより、生徒は授業展開を想定できるので、一定の安心感を与えることができる。授業

への集中を促す側面とマンネリ化により集中を阻害する面があり、1 回 1 回の授業で多少の変化をさせる必要を

感じた。とりわけグループワークでは、単純にディスカッションだけでなくディベートなどいろいろなスキルを

試行した方がよいと思った。振り返りのためのリフレクションシートも定型のシートを使用したためマンネリ化

を招いた側面があり、回数を重ねるほど本来の狙いである「自己との対話」という点が薄れていく感じがした。          

（地歴公民） 

 

大きく分けて２つの方法で実施した。１つ目は、応用的な課題をグループで解くこと。２つ目は、教科書や参

考書のコラムなどの答えのない問いに関して意見をまとめること。 

１つ目の内容に関しては、各単元、基礎的な内容を一通り学習した後、復習を兼ねて応用的な内容に関して、

グループで相談・教えあいを実施した。タブレット PC で実施したこともあり、間違えてもすぐ消せる環境で、

各グループ積極的に取り組めていた。各グループの人員はできる生徒を入れるように割り振りをしたが、自分の

疑問を積極的に言えない生徒もいて、各自がただ解くというグループもあった。これに関しては、回数を重ねる

ごとにグループの入れ替えをすることで、徐々に相談・教えあいの雰囲気を作っていった。 

２つ目の内容に関しては、三角比の活用、統計の分析を実施した。三角比の内容に関しては三角比自体の内容

が難しく、最終的にこちらが教えて真似をする形になってしまった。統計の分析に関しては、内容が意見の出し

やすい内容だったこともあり各グループ積極的に話し合いが行われていた。 

評価・実施に関して、実施の時間確保や授業内での発表、グループ・個別の評価を考えると、今までのプリン

ト配付を主体に行う方法より、ロイロノート等タブレット PC を使用するほうがやりやすいと感じた。また、環

境という点で、専用の部屋があるだけでも実施のハードルは下がると思われる。実際に、グループワークに必要

な小物や座席の配置が準備されているだけで教員側の負担は減っている。             （数学） 

 

「エネルギーと代謝（科目：生物基礎）」の単元などでは、カタラーゼを用いた酵素の実験を教員が演示し（例

年では生徒に行ってもらうが、今年度はコロナの影響で演示のみとした）、その結果を考察する際、グループワ

ークを実施することで、主体性を育み、対話を通して深い学びが得られるように試み、研究授業を行った。事後

のアンケートからは、グループでの考察によってより理解が深まったとの感想を多数得た。 

また、昨年度に引き続き、実験を行うのが難しい分野である免疫分野において、「免疫ゲーム」を作成、改良

した。ゲームを生徒が主体的、対話的に行う中で、自然免疫と適応免疫の流れを体感し、座学で得た知識を実感

して、理解を深めることを目的とした。また、座学のみでは測りにくい観点別評価にも利用できると考える。ア

ンケートでは、多くの生徒がゲームの意義を理解し、有意義だと感じたことを示すデータが得られた。研究成果

の評価としては、昨年度よりゲームを簡易化し、より生徒が楽しむことができ、免疫の分野に親しむことができ



  

 

た。一方、昨年度同様成績、理解度への影響は一定の有意性が認められたが大きくはなく、座学以上の効果があ

るのかは今後も検討していく必要がある。 

コロナ禍において、対話的な活動を実施することが難しい中、アクティブラーニングを推進してくという難題

に非常に苦しんだ。また、本来アクティブラーニングは授業手法のひとつであるはずが、事業として推進し、研

究授業を実施するに当たり、本来アクティブラーニングに向かない、もしくはあまり必要のない単元でアクティ

ブラーニングを実施していかなくてはならない場面もあり、目的と手段が逆転してしまっているように感じ、こ

の事業の必要性、妥当性に疑問をもった。                           （理科） 

 

 英語表現Ⅰの授業では、「ロイロノートを活用して関係代名詞を使ってクイズを作成し、発表する」という活

動を行った。クイズを作成するという活動を通して、関係代名詞の使い方の理解をより深めることを狙いとした。

授業では、生徒たちが主体的に活動に取り組み、オリジナルのクイズを作成し、グループワークで対話的に関係

代名詞に関する理解を深めていた。この活動で、思考力・判断力・表現力の育成につながったと言える。ロイロ

ノートの提出機能を利用することで、クイズ番組のように展開することができるので生徒も楽しみながら学習す

ることができた。 

 ICT 機器を利用したインプット及びアウトプット活動を中心とした授業を行った。パワーポイントを利用して

時間の経過とともに英文が消えていくようにしたスライドを作成した。まず、生徒たちは教科書で使われている

基本英文を個人で覚え、その後にペア活動でそれぞれのインプット状況を確認した。再度、例文を覚える時間を

設け、黒板に映し出されるパワーポイントのスライドを利用してアウトプットをおこなった。生徒はゲームのよ

うな感覚で主体的に活動に取り組み、英語力の向上に努めた。 

 今回の取り組みを振り返ってみて、スマホやタブレット PC の普及に伴い、今までと同じように授業を行うの

ではなく、時代に合わせて授業にも変化を加える必要があると感じた。ICT 機器を効果的に活用することで今ま

でよりも、生徒が前向きに授業に取り組むようになると感じた。これからも主体的・対話的で深い学びの実現を

目指し、授業改善に努めていきたい。                             （英語） 

 

今年度も担当の体育の授業時に各生徒に自己評価シート（スキルシート）を配り、個々で取り組めるように授業

を進めていった。昨年の反省を活かし、練習メニューを考えさせ課題に対してどうクリアしていくのかを具体的

に考えさせた。またグループワークの一環として授業づくりを行わした。各グループにテーマを与え、他の生徒

がスキルアップするためにはどんな流れで授業を行うことが大切か考えさせ、実際に授業を行った。そのあとに

その授業を自分で振り返ることと、他の生徒の感想をもらうことで正しい振り返りができると考え、それを元に

もう一度授業を行わせた。 

生 生徒主体で授業を進めることはなかなか上手くいかず、教材研究の大切さを改めて実感すると共に生徒への

声かけのタイミングや伝え方の重要性も感じることができた。グループ活動ではリーダーシップを発揮する生徒

がいない場合、なかなか作業が進まず、授業も間延びする傾向にあった。日頃から積極的に動くことのできる環

境づくりの必要性を感じた。また一人一人細かく役割を与えることもグループが上手く回る秘訣だということも

学べた。                                          （体育） 

 

昨年度に引き続き、学校設定科目「地域プロデュース」、「課題研究」、「総合的な学習の時間」においては、自

ら課題を見つけ、自ら考え、主体的に判断し的確に問題を解決する資質や能力、広い視野、仔細な視野を持ち合

わせたグローバル人材への成長を科目目標に、ブレーンストーミング、ディベイト、グループディスカッション、

プレゼンテーションを積極的に実施した。市内へフィールドワークに出かけ、現状や課題を認識し、発表会及び

コンペティションを実施し、地域社会が抱える課題等を考察する力を養った。また、商業の基礎科目「ビジネス

基礎」「簿記」「情報処理」においては、授業内におけるＩＣＴ活用以外にロイロノートや週末課題等を生徒とタ

ブレットでやりとりし活用した。他科目においても同様に休校中の課題をロイロノートで提出するなど実施して

いた。 

授業においては自己評価を意識したポートフォリオ評価シートを作成し学習内容の定着を自らが確認できる

ようにした。今年度はルーブリック評価なども取り入れ様々な視点で主体的・対話的で深い学びについて研鑽す

る機会を多く設けた。                                    （商業） 

 

  今年度は２年間の研究成果を計るため、職員アンケートを実施した。 

１（１）「主体的・対話的で深い学び」の研究はいつから行いましたか？ 

研究前(R2 年度前)37% 研究中(R2 年度以降)50％ 研究していない 13％ 



  

 

多くの先生が研究中（令和 2 年度以降）とあった。今回、主管校として「研究しなくてはならない」という状

況下となり、研究が進めることになったと感じる。一方、研究していない・進んでいないという回答もあり、研

究の難しい面もあるのだと再確認した。 

（２）新学習指導要領の研究は進んでいますか？ 

 順調 20％ 研究中 67％ 研究していない・進んでいない 13% 

 まだ新学習指導要領に絡めた今回の研究に繋げられてはいない。 

（３）ＩＣＴを活用した授業を実施するようになりましか？ 

 積極的に導入 19％ 時々実施 62％ 実施していない 19％ 

 ＩＣＴを活用する授業展開について積極的に導入、時々実施しているという先生が過半数以上を占め、一定の

研究成果として挙げられると思う。自由記述には、「ＩＣＴ活用で教育的効果があった、ロイロノートを活用す

るようになった」などプラスと捉えている一方、「ＩＣＴ機器準備に時間と労力がかかり過ぎる、回線障害など

手を出しにくいなどマイナス面の意見もあった。 

（４）アクティブラーニング週間を活用しましたか？ 

 授業をした 69％ 見学のみ 12％ 実施していない 19％ 

 当初の目標は「教科内での研究の一助的な効果を期待したい」と設定したが、半数以上の方が実施してくれた。

自由記述では「意識的に取り組めた、見学者がいると意見等を聞くことが可能なので良かった、生徒の記憶に残

りやすい」などプラスと捉えている先生方がいた一方、「アクティブラーニング週間中に授業展開を変更しなく

てはならなくなった、無理やりやっている感じがする、実施したが見学者がいない」などの意見もあった。 

（５）アクティブラーニング週間は良かったですか？ 

 良い 69％ 悪い 31％ 

（６）研究前と研究後に研究に対する変化がありましたか？ 

 変化がある 62％ 変化がない 38％ 

 多くの先生が「変化があった」と応えてくれた。一定以上の成果があったと推測される。 

 

 本年度の研究目標であった、アクティブラーニングを活用した「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」

につながる有効な実践的研究、「思考力・判断力・表現力」を重視した授業実践をとおして地域社会から信頼さ

れる生徒を育てる、教師の指導力の改善につながるルーブリック評価方法の研究は各教科を中心にある程度進め

ることができた。しかし、「主体的・対話的で深い学び」をアクティブラーニングを中心に研究したが、研究の

難しい面もあった。ＩＣＴ授業における準備や機器トラブル等を含めると、やはり従来の指導スタイル、黒板、

チョークに囚われた授業展開へ思考が移ってしまう点と、事前準備や設定等ＩＣＴ活用には抵抗のある先生方が

多いようにも感じた。本校生徒のタブレット使用状況もまだまだ低く、活用させる、活用できるような授業を展

開できていない点も課題となった。しかし、今回、研究指定校として取り組み、来年度より新学習指導要領が本

格的にスタートすることで、今回の研究に大きく関わりがあることも分かり、校内の職員の意識も少しずつ変わ

ってきたように感じる。そして、今回の研究はこの２年間で終わりではなく、ここから始まるのだという意識が

必要だ。ＩＣＴやアクティブラーニングルームをもっと活用し、授業改善や評価方法の見直しを進めたい。 

 

  


